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肉
用
牛
集
約
生
産
基
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
育
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
産
業
シ
リ
ー
ズ
⑭↓

儀
明
畜
舎

　
牛
肉
需
要
の
増
大
に
対
処
し
て
、

牛
肉
の
安
定
的
供
給
体
制
を
確
立
す

る
た
め
効
率
的
な
肉
用
牛
生
産
基
盤

整
備
を
め
ざ
す
繁
殖
担
当
地
域
と
し

て
、
松
代
町
が
肉
用
牛
集
約
生
産
基

地
に
指
定
さ
れ
、
こ
の
ほ
ど
第
一
号

畜
舎
が
儀
明
部
落
に
完
成
い
た
し
ま

し
た
。

　
建
設
さ
れ
た
畜
舎
は
、
農
協
が
事

業
主
体
と
な
り
、
儀
明
の
中
核
農
家

四
戸
が
畜
舎
利
用
組
合
を
組
織
し
て

繁
殖
牛
二
十
頭
を
飼
育
す
る
も
の
で

す
。
木
造
二
階
建
三
八
○
㎡
で
、
堆

肥
舎
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
サ
イ
ロ
ニ
基

が
整
備
さ
れ
た
合
理
的
な
畜
舎
で
す
。

建
設
費
は
二
、
二
七
二
万
円
で
、
国

県
補
助
六
十
％
、
町
補
助
十
五
％
で

残
り
は
近
代
化
資
金
等
の
融
資
に
よ

り
充
当
さ
れ
ま
す
。
利
用
者
は
、
数

年
間
に
わ
た
り
分
割
し
て
使
用
料
を

納
入
す
る
方
式
で
、
一
時
的
な
多
額

の
出
資
が
軽
減
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
肉
用
牛
の
生
産
基
盤
を

整
備
し
、
飼
料
自
給
率
の
向
上
と
優

良
仔
牛
の
安
定
的
生
産
に
よ
り
、
肉

用
牛
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
今

年
度
よ
り
四
ヶ
年
間
に
わ
た
り
事
業

実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
事
業
に
つ
い
て
の
問
い
合
せ
は

役
場
産
業
課
、
農
協
ま
で
照
会
願
い

ま
す
。

簿

養

懸
嚢
聡
㎜
嚢
一

難
　
・

↑畜舎内部

県
単
婦
人
肉
用
牛
飼
育
事
業

莇
平
、

寺
田
に

　
　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
完
成

　
本
年
度
よ
り
新
し
く
創
設
さ
れ
た

県
単
補
助
事
業
畜
舎
と
し
て
、
こ
の

た
び
莇
平
部
落
に
九
頭
飼
育
規
模
一

棟
、
寺
田
部
落
に
六
頭
飼
育
規
模
一

棟
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
単
年
度
事
業
で
す
が
、

事
業
費
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
県
費

で
ま
か
な
い
ま
す
。
事
業
主
体
は
農

協
で
、
利
用
形
体
等
は
、
儀
明
畜
舎

と
同
じ
で
す
が
、
事
業
規
模
が
小
さ

い
こ
と
、
必
要
な
設
備
が
備
え
ら
れ

る
こ
と
な
ど
が
利
点
と
な
っ
て
い
ま

す
。
畜
舎
建
設
の
補
助
事
業
は
、
こ

の
ほ
か
に
町
単
事
業
や
、
そ
の
他
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
規
模
や
形
体

に
応
じ
た
事
業
申
請
を
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
事
業
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
早
目
に
産
業
課
、
畜
産
係
ま
で

ご
相
談
下
さ
る
よ
う
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
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部内
↓

雛　　　燃轍灘

繰
難選

　灘鑛嚢簗

簸　　　　　　灘　　　　　撫　　　　i萎　　　霧　　霧　鞭　霧舞矧

、

灌
爵

↑
寺
田
畜
舎

＼

部内

L

議

村
山
農
業
委
員
会
長

農
林
大
臣

　
　
　
　
表
彰
を
受
け
る

　
農
林
水
産
大
臣
が
毎
年
一
回
表
彰

す
る
農
業
委
員
会
業
務
功
績
者
と
し

て
、
本
県
か
ら
、
当
町
農
業
委
員
会

村
山
宇
一
郎
会
長
（
室
野
）
が
表
彰

者
に
決
ま
り
十
一
月
上
旬
に
伝
達
式

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
村
山
会
長
は

昭
和
二
十
六
年
、
旧
奴
奈
川
村
農
業

委
員
に
当
選
し
会
長
に
就
任
、
以
来

二
十
二
年
余
の
長
期
に
わ
た
り
農
業

委
員
会
の
先
頭
に
立
ち
、
地
域
農
業

者
の
地
位
向
上
と
、
地
域
農
業
発
展

の
た
め
貢
献
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。
現
在
も
町
会
長
と

し
て
、
県
農
業
会
議
常
任
会
議
員
な

ど
の
要
職
を
兼
務
さ
れ
る
な
ど
、
活

躍
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。



”””II”II”ll””1”lll””1”””””1”””ll””””IIこ’うほう・まつだい”ll”1”””””1”1””llllll””1”1“1””1”III”””1”II”ll””1”II”””ll””1””ll”1”ll”1””II””””1””ll””””II”III”1”ll”””lllll“””411111””1”1”II”1”Ill

56年産米売渡状況（s56．12．1現在）
　　　　　　　　　　　　　（単位：袋、30kg入）

　
今
年
の
稲
作
は
、
異
常
豪
雪
に
よ
る
田
植
の
遅
れ
や
、

そ
の
後
の
低
温
に
よ
る
障
害
が
最
後
ま
で
響
き
、
売
渡
し

総
数
は
七
〇
、
九
一
二
袋
と
予
想
以
上
の
不
作
と
な
り
ま

し
た
。

　
昨
年
よ
り
二
、
一
六
四
袋
少
な
く
、
限
度
数
量
の
九
五
、

七
六
四
袋
に
対
し
七
四
％
で
、
二
四
、
八
五
二
袋
の
減
で

あ
り
ま
し
た
。

◎
主
な
品
種
別
の
作
付
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

コ
シ
ヒ
カ
リ
、

ト
ド
ロ
キ
ワ
セ

新
潟
早
生

五
百
万
有

こ
が
ね
も
ち

ホ
ウ
ネ
ン
ワ
セ

越
路
早
生

出
荷
農
家
数

水
稲
作
付
面
積

二
〇
九
㎞
　
二
七
・
四
％

二
〇
一
㎏
　
二
六
・
四
％

二
二
㎞
　
一
四
・
七
％

　
六
九
㎞
　

九
・
一
％

五
七
㎞
　
　
七
・
四
％

　
三
五
㎏
　
四
・
六
％

　
三
〇
㎞
　
　
三
・
九
％

一
、
　
〇
二
⊥
ハ
面
ノ

　
　
七
六
二
㎞

限度数量 売渡数量 売渡の内訳
等　級別　売渡数量

1等
上　位

等級
2等 3等 規格外

・
り
　
る
　
ち
　
米

91，080

（92，950）

限度内

68，614

（70，494）

規格外

　　213

（128）

政府米 その他
うるち

12，791
6，251 6，251 5，804 523 213

自
立
流
通
米

越　路

早　生
3，216 2，962 2，962 254

コ　シ

ヒカリ
13，045 12，490 12，490 555

越みの
り

338 293 293 45

ホウネ

ンワセ
3，211 3，211 3，211

トドロ

キワセ
16，000 16，000 16，000

新　潟

早　生
11，000 11，000 11，000

五　百

万石

9，074 9，074 4，299 4，775

152 ㊥舟29⑰B23

小
計

91，080

（92，950）

68，827

（70，622）
68，827 52，207 61，287 11，086 5，321 213

も
　
ち
　
米

　4，684

（4，盤4）

限度内

　2，083
（2，450）

規格外
　　　2
　　　（4）

自
主
流
通
米

こカごね

も　ち
2，059 747 747 1，221 89 2

陸もち 4 4
その他
も　ち 22 18 4

小
計

　4，684

（4，盤4）

2，085

（2，妬4）
2，085 747 747 1，239 97 2

A
口
計

95，764

（97，630）

70，912

（73，㏄6）
70，912 52，954 62，028 12，325 5，418 215

昭和56年度葉たばこ収納成績表

部落名
耕作

人員
耕作面積 収　　量 収納代金

10a当り 1kg当り

金額収量 金　額

松代 5人 59．2a 1．116　kg 1，634，734円 189 276，138 1，465

太平 5 110．8 2，237 3，482，562 202 314，311 1，557

田　沢 2 43．8 961 1，246，132 219 284，505 1，297

池　尻 1 11．0 117 237，754 161 216，140 1，343

会沢 2 42．7 9515 1，627，648 223 381，182 1，711

清　水 6 100．3 1，818． 2，770，912 181 276，262 1，524

桐　山 2 27．5 537．5 880，684 195 320，249 1，638

蓬平 2 35．1 723．5 980，460 206 279，333 1，355

東　山 1 276．2 4，922．o 6，906，381 178 249，418 1，403

犬　伏 6 195．2 4，259．5 7，525，823 218 385，544 1，767

孟　地 10 258．5 5，711．5 9，829，785 221 380，262 1，721

中　子 1 21．5 455． 688，841 212 320，391 1，514

苧　島 2 26．2 627．o 814，305 239 310，803 1，299

片桐山 3 59．7 1，338．5 1，929，810 224 323，251 1，442

滝　沢 2 54．4 1，115， 1，720，722 205 316，309 1，543

莇平 2 42．9 752．5 961，113 175 224，036 11277

蒲生 4 49．8 8345 1，189，822 168 238，920 1，426

福　島 1 29． 656．5 1，100，421 226 379，456 1，676

計 57 1，444．5 29，193．5 45，527，909 202 315，181 1，560

注　1．酒米、2等、3等は上位等級に含む

　　2．酒米、⑰A、⑰Bは、その他うるちである。

　　3．　トドロキワセ　16，000袋、新潟早生11，000袋ま

　　　　では自主流通米となる。．

　　4．（　　）内数字は、昭和55年産米数量

　
今
年
の
葉
た
ば
こ
の
成

績
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
町
全

体
で
は
、
耕
作
者
も
耕
作

面
積
も
年
々
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
百
万

円
以
上
の
収
入
を
あ
げ
た

人
が
十
五
人
（
団
体
一
を

含
む
）
お
り
、
十
ア
ー
ル

当
り
の
最
高
成
績
は
四
八

万
円
の
人
も
い
ま
す
。

　
畑
作
物
で
は
一
位
の
収

入
と
な
っ
て
お
り
、
複
合

経
営
の
柱
の
一
つ
と
し
て

今
後
も
作
付
け
の
拡
大
が

期
待
さ
れ
ま
す
．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　　　　　　　　　　　　　　　　　麹　　　　　　　　　　　　　　葺
　　　　　　　　　　　　蹴
　　　　　　　　　　讐
　　　　　　　　毒
　　　　　　繋　　　磐鷺羅

～冬休みの生徒指導について
　　家庭及び地域に対する要望～

伊与部芳夫松代高等学校長

　
年
末
年
始
と
も
な
れ
ば
、
遠
く
故

郷
を
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
た
家
族
も

帰
っ
て
く
る
。
久
方
ぶ
り
に
一
家
団

ら
ん
の
好
機
を
迎
え
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
機
会
に
、
父
親
を
中
心
と
し
て

親
子
の
対
話
を
一
層
深
め
て
、
和
や

か
な
暖
か
い
家
庭
的
ム
ー
ド
を
高
め

て
頂
き
た
い
。

　
そ
し
て
現
在
社
会
の
話
題
と
な
っ

て
い
る
青
少
年
の
非
行
に
巻
き
こ
ま

れ
な
い
よ
う
、
健
全
な
る
青
少
年
の

育
成
に
、
地
域
を
あ
げ
て
尽
力
さ
れ

る
こ
と
を
強
く
お
願
い
す
る
次
第
で

あ
る
。

　
就
い
て
は
、
最
近
の
県
内
高
校
生

（
本
校
生
も
含
め
て
）
の
非
行
の
実

態
を
記
し
て
、
ご
参
考
に
供
し
た
い

と
思
う
。

一
、
服
装
の
乱
れ

　
本
校
で
も
今
春
あ
た
り
か
ら
、
男

女
生
徒
の
パ
ー
マ
や
頭
髪
の
脱
色
・

毛
染
め
な
ど
が
、

著
し
く
目
立
つ
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。

　
も
と
よ
り
服
装

の
乱
れ
は
心
の
乱

れ
で
あ
る
．
如
何

に
生
徒
が
屍
理
窟

を
並
べ
て
み
て
も
、

少
く
と
も
服
装
の

乱
れ
て
い
る
生
徒

が
非
行
に
走
っ
て

い
る
と
い
う
現
実

は
、
歴
然
た
る
も

の
が
あ
り
、
父
兄

の
方
で
十
分
注
意

し
て
頂
き
た
い
．

　
尚
、
＋
日
町
地

区
で
は
、
変
形
学

生
服
を
販
売
し
な
い
。
高
校
生
に
は

パ
ー
マ
や
毛
染
め
を
し
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
あ
る
が
、
当

地
区
に
於
て
も
、
青
少
年
育
成
の
立

場
か
ら
業
者
に
も
ご
協
力
を
頂
き
た

い
。

　
今
年
に
入
っ
て
か
ら
、
高
校
生
の

性
非
行
が
時
々
新
聞
を
賑
わ
し
て
い

る
。
特
に
女
性
徒
の
乱
れ
が
急
速
に

進
み
、
甚
だ
し
い
に
至
っ
て
は
、
売

春
に
ま
で
発
展
し
て
い
る
。

　
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
る
と
、
新
聞

に
出
る
の
は
氷
山
の
一
角
で
あ
り
、

県
内
各
地
で
相
当
数
に
の
ぼ
っ
て
い

二
、
男
女
不
純
異
性
交
遊

る
の
が
実
態
で
あ
る
。

　
二
階
に
梯
子
を
か
け
て
お
い
て
、

真
夜
中
に
そ
っ
と
降
り
て
く
る
。
待

合
せ
場
所
へ
直
行
し
て
、
そ
こ
か
ら

車
で
相
当
離
れ
た
街
ま
で
突
っ
走
る
。

夜
明
け
前
に
は
又
車
で
送
っ
て
も
ら

っ
て
、
梯
子
を
の
ぼ
っ
て
部
屋
に
帰

り
、
知
ら
ぬ
顔
を
し
て
い
る
。
そ
し

て
親
は
全
く
気
付
い
て
い
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
、
交
通
不
便

な
田
舎
で
も
平
然
と
行
わ
れ
て
い
る
。

子
を
持
つ
親
は
十
分
に
留
意
し
て
頂

き
た
い
。

三
、
暴
走
族

　
既
に
十
日
町
ま
で
来
て
い
る
の
で
、

当
地
に
進
出
し
て
く
る
の
は
時
間
の

問
題
で
あ
ろ
う
。
道
路
事
情
が
悪
い

の
で
、
遅
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

要
は
親
が
大
型
バ
イ
ク
を
買
っ
て
や

ら
な
け
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

　
従
来
本
県
で
は
高
校
生
の
通
学
用

バ
イ
ク
は
五
十
C
C
以
下
に
規
制
さ

れ
て
い
た
が
、
事
故
多
発
の
為
、
通

学
以
外
の
場
合
で
も
五
十
C
C
以
下

に
す
る
よ
う
、
近
く
通
達
が
出
る
筈

で
あ
る
。

　
遅
く
も
来
春
か
ら
は
大
型
バ
イ
ク

に
は
乗
れ
な
く
な
る
の
で
、
無
駄
な

買
物
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
さ
れ
た
い
。

四
、
飲
酒
、
喫
煙
そ
の
他

　
二
年
前
の
鳥
追
い
の
夜
、
本
校
の

男
女
生
徒
が
深
夜
ま
で
不
良
集
会
を

行
な
い
、
良
識
あ
る
町
民
か
ら
非
難

を
受
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
出
稼
ぎ
の
町
で
あ
る
為
か
、
親
が

高
校
生
に
酒
食
を
提
供
し
て
何
と
も

思
わ
な
い
と
い
う
前
時
代
的
悪
習
慣

が
、
未
だ
に
当
地
域
に
残
っ
て
い
る

こ
と
に
問
題
が
あ
る
。
尚
、
こ
の
よ

う
な
場
合
、
酒
食
を
提
供
し
た
者
は

罰
せ
ら
れ
る
と
い
う
法
律
も
あ
る
こ

と
を
承
知
さ
れ
た
い
。

　
以
上
四
項
目
の
内
、
特
に
二
番
目

の
異
性
交
遊
に
つ
い
て
は
、
格
別
の

ご
配
慮
を
頂
き
た
い
。

　
こ
れ
ら
の
非
行
は
、
要
す
る
に
家

庭
生
活
に
お
け
る
躾
教
育
の
欠
落
と
、

父
母
の
甘
や
か
し
と
い
う
誤
っ
た
愛

情
に
よ
る
も
の
が
要
因
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　
最
後
に
、
我
が
松
代
高
校
生
が
、

一
人
残
ら
ず
純
粋
に
学
習
活
動
に
努

力
を
傾
注
し
、
充
実
し
た
高
校
生
活

に
精
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

家
庭
教
育
の
立
場
か
ら
も
、
地
域
住

民
の
立
場
か
ら
も
、
尚
一
層
の
お
力

添
え
を
頂
き
た
い
。

　
そ
し
て
「
青
少
年
健
全
育
成
」
の

為
に
、
益
々
の
ご
協
力
と
ご
尽
力
を

切
に
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

る
。

譜2羅納税

園、定資産税3期

国民健康保険税7期



1””””1“1“1”III”Ill”1””“””lll”1”“”ll”川1こうほう・まつだい1”“11”””lll01川””1”1””1”1””II”””II”1”ll””””1”””1””1”””ll””1”1””llIII”””””II”lll””1”Ill”””ll”1”1””1””””“”1”6”””1”ll”””1”””1

　
　
　
蟻
韓
，

　
　
　
こ
と
わ
ざ
の
中
の
育
児

目
は
口
ほ
ど
に
物
を
言
う

　
人
間
の
表
情
が
最
も
よ
く
あ
ら
わ

れ
る
の
は
顔
で
、
そ
の
中
で
も
目
が

一
番
で
す
。
　
「
目
は
心
の
鏡
」
「
目
顔

で
知
ら
せ
る
」
な
ど
と
い
う
よ
う
に
、

顔
の
中
で
は
目
が
も
っ
と
も
表
情
に

富
ん
で
い
ま
す
。
「
目
く
ば
せ
」
「
目

で
合
図
」
と
か
、
こ
と
ば
よ
り
意
志

表
示
の
早
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
目
は
生
き
た
表
情
と
も
い
わ
れ
、

心
を
そ
の
ま
ま
表
わ
し
ま
す
。

　
愛
育
病
院
の
名
誉
院
長
内
藤
先
生

の
お
話
を
二
つ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
保
育
科
の
生
徒
の
講
義
で
最
初
に

言
わ
れ
る
こ
と
は
、

　
皆
さ
ん
は
子
ど
も
た
ち
に
初
め
て

接
触
す
る
人
が
多
い
と
思
う
が
、
そ

の
実
習
に
入
る
前
に
赤
ち
ゃ
ん
に
接

す
る
と
き
の
ほ
・
え
み
を
、
自
分
の

顔
を
鏡
で
み
て
研
究
し
て
お
い
て
ぐ

だ
さ
い
。
な
ご
や
か
な
ま
な
ざ
し
、

そ
れ
が
赤
ち
ゃ
ん
を
安
心
さ
せ
ま
す
。

そ
の
ま
な
ざ
し
で
赤
ち
ゃ
ん
に
接
す

る
よ
う
に
。

◎
外
来
で
診
察
の
と
き
、

〈
保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
⑬
〉

　
初
め
て
で
親
子
と
も
に
緊
張
し
て

い
る
と
き
、
お
母
さ
ん
が
こ
わ
く
な

い
よ
、
モ
シ
モ
シ
だ
け
よ
と
、
声
を

か
け
な
が
ら
ゆ
さ
ぶ
る
と
赤
ち
ゃ
ん

は
泣
き
出
す
、
泣
け
ば
ま
す
ま
す
母

親
が
あ
や
す
と
い
っ
た
光
景
を
よ
く

見
受
け
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
先

生
は
、
　
「
お
母
さ
ん
黙
っ
て
ニ
コ
ニ

コ
し
た
目
で
赤
ち
ゃ
ん
を
み
て
あ
げ

る
と
よ
い
で
す
よ
。
」
と
指
一
本
唇
の

と
こ
ろ
へ
も
っ
て
き
て
い
わ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
が
よ
く
理
解
で
き
る
お
母

さ
ん
で
あ
れ
ば
、
赤
ち
ゃ
ん
の
背
中

を
診
察
さ
れ
る
頃
に
は
も
う
赤
ち
ゃ

ん
は
静
か
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
先
生
は
最
近

の
母
親
は
声
の
か
け
す
ぎ
、
干
渉
し

す
ぎ
が
多
い
。
沈
黙
も
ま
た
愛
情
の

表
現
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
目
に
物
を
言
わ
せ
て
ほ
・
笑
み
の

ま
な
ざ
し
で
、
こ
れ
が
子
ど
も
に
接

す
る
時
の
要
点
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
醜

）
～
ヤ
～
ノ
ノ

し

　　　　　　　　　難　　　　　　糞・獲難
　
　
　
　
　
欝

灘
麟
獲鰻
纏

　
　
　
　
　
饗

　　　　　鱒　　　灘
麟羅

＠
障
響
維
馨
都

で
す
が
、
国
民
年
金
の
保
険
料
も
続

け
て
納
め
て
い
ま
す
。
六
十
歳
に
達

す
る
ま
で
に
あ
と
何
ケ
月
も
あ
り
ま

せ
ん
。
私
の
場
合
、
老
齢
年
金
を
受

け
る
権
利
も
発
生
す
る
と
思
い
ま
す

が
、
障
害
年
金
を
受
け
な
が
ら
老
齢

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

し
よ
う
か
。

跳　　
　
　
国
民
年
金
の
二
以
上
の
年

　
　
　
金
給
付
が
同
時
に
発
生
し
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば

障
害
年
金
と
老
齢
年
金
、
母
子
年
金

と
老
齢
年
金
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
二
以
上
の
年
金

給
付
が
同
時
に
支
給
さ
れ
る
の
で
は

な
く
て
、
そ
の
人
の
選
択
に
よ
り
そ

の
片
方
だ
け
を
支
給
し
、
他
の
年
金

の
支
給
を
停
止
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
例
を
あ
げ
て
説
明
し
ま
す
。
た
と

え
ば
、
障
害
年
金
と
老
齢
年
金
の
受

給
権
が
同
時
に
発
生
し
て
い
る
場
合

そ
の
人
の
選
択
に
よ
っ
て
障
害
年
金

を
選
択
し
た
と
し
ま
す
。
老
齢
年
金

の
方
は
障
害
年
金
が
支
給
さ
れ
て
い

る
間
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。
障
害

年
金
の
支
給
の
原
因
と
な
っ
た
傷
病

が
良
好
に
な
り
、
法
律
の
定
め
る
程

度
の
状
態
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と

き
に
、
障
害
年
金
は
支
給
停
止
に
な

り
ま
す
。
そ
の
時
に
は
今
ま
で
支
給

停
止
さ
れ
て
い
た
老
齢
年
金
の
支
給

を
開
始
し
て
も
ら
え
ば
良
い
わ
け
で

す
。
こ
の
選
択
は
そ
の
人
の
意
志
に

ま
か
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
有
利

な
方
の
選
択
を
す
れ
ば
良
い
の
で
す
。

選
択
を
す
る
場
合
は
、
両
方
の
受
給

権
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
の
で
、
裁
定
請
求
書
を
提
出
す
る

か
又
は
同
時
に
選
択
届
を
役
場
に
提

出
し
て
下
さ
い
。

　
あ
な
た
の
場
合
も
例
の
よ
う
に
障

害
年
金
か
老
齢
年
金
の
う
ち
ど
ち
ら

か
一
方
の
年
金
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
現
在
、
老
齢
年
金
の
額
よ
り
障
害

年
金
の
額
の
方
が
高
い
こ
と
、
ま
た

老
齢
年
金
を
六
十
五
歳
未
満
で
受
給

す
る
場
合
は
、
一
定
割
合
が
減
額
さ

れ
て
し
ま
う
こ
と
。
さ
ら
に
、
障
害

年
金
は
非
課
税
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

障
害
年
金
の
方
を
選
択
し
た
方
が
有

利
と
思
わ
れ
ま
す
。

十
二
月
は
汎
権
の
月
．

　
「
人
権
の
共
存
－
互
い
に

　
相
手
の
立
場
を
考
え
て
、

　
豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
ろ
う
」

　
こ
れ
は
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
十

日
国
際
連
合
総
合
に
お
い
て
世
界
人

権
宣
言
が
採
択
さ
れ
、
こ
の
日
を
人

権
デ
ー
と
定
め
加
盟
各
国
が
人
権
の

自
覚
と
そ
の
高
揚
の
た
め
、
諸
政
策

を
行
な
う
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

　
人
間
関
係
の
こ
と
で
お
困
り
の
こ

と
が
あ
っ
た
ら
、
人
権
相
談
員
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

　
い
つ
で
も
無
料
で
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

　
松
代
町
の
人
権
相
談
員
（
心
配
ご

と
相
談
員
兼
務
）
は
小
林
寺
住
職
佐

藤
秀
雄
さ
ん
（
電
話
㈲
二
六
〇
二
番
）

で
す
．松

代
町
書
初
展
の

　
　
作
品
を
募
集
し
ま
す

　
書
初
展
を
正
月
中
旬
に
、
総

合
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
い

た
し
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
作

品
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
後
日
チ
ラ
シ
を
通

じ
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
が
、

お
問
い
合
せ
は
町
公
民
館
へ
お

願
い
し
ま
す
。
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ご
存
知
で
す
か

　
グ
リ
葺
ン
カ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌘
年
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
カ
岬
周

　
少
額
貯
蓄
、
少
額
公
債
の
利
子
の

非
課
税
制
度
や
郵
便
貯
金
の
利
子
の

非
課
税
制
度
を
公
正
に
運
営
す
る
と

と
も
に
利
子
・
配
当
所
得
等
に
つ
い

て
適
正
な
総
合
課
税
を
行
う
た
め
に
、

少
額
貯
蓄
等
利
用
者
力
ー
ド
制
度
が

昭
和
五
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
本
格

的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
カ
ー
ド
が
一
般
に
「
グ
リ

ー
ン
カ
ー
ド
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も

の
で
す
．

　
昭
和
五
十
九
年
一
月
一
日
以
降
少

額
貯
蓄
の
マ
ル
優
や
少
額
公
債
の
特

　
　
　
　
　
　
　
ゆ

別
マ
ル
優
の
扱
い
を
受
け
る
貯
蓄
又

は
郵
便
貯
金
を
す
る
場
合
に
は
、
こ

の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　
な
お
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
は
昭
和

五
十
八
年
一
月
か
ら
交
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
税
務
署
、
税
務
相
談

室
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

生
命
保
険
と
税
金

》
聞

　
私
た
ち
は
、
毎
日
が
健
康
で
過
ご

せ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
が
、
い
つ
、

ど
ん
な
不
幸
に
見
舞
わ
れ
る
か
、
だ

れ
に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

多
く
の
家
庭
で
は
、
万
一
の
事
態
に

備
え
て
生
命
保
険
に
加
入
し
て
い
ま

す
。　
と
こ
ろ
で
、
生
命
保
険
と
税
金
は

い
ろ
い
ろ
な
か
か
わ
り
が
あ
り
ま
す
。

納
税
者
本
人
や
家
族
を
受
取
人
と
す

る
保
険
料
を
支
払
っ
た
と
き
は
、
そ

の
年
の
支
払
額
に
応
じ
て
「
生
命
保

険
料
控
除
」
と
し
て
、
そ
の
年
の
所

得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
満
期
保
険
金
や
死
亡
保
険

金
を
受
取
っ
た
と
き
は
、
保
険
料
を

だ
れ
が
負
担
し
、
だ
れ
が
保
険
金
を

受
け
取
っ
て
い
る
か
な
ど
に
よ
っ
て
、

相
続
税
か
贈
与
税
あ
る
い
は
所
得
税

が
か
か
り
ま
す
。

　
な
お
、
傷
害
特
約
付
生
命
保
険
で
、

身
体
の
傷
害
に
基
づ
い
て
受
取
っ
た

給
付
金
に
は
税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

f
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
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　　　ヨぽ　めめヨヨ　ロ
《戸籍》窓口豆知識
　　　　　　シリーズの

「
」

ア

1転入・転出・転居の

1手続きは正しく
L一．．、、、．速や聾∠

1転入届
　○届出はどういうときに．．．
　　よその区市町村から、松代町に住所
　　を移したとき。
　○届出の期間
　　転入した日から14日以内
　○届出に必要な書類
　　転出証明書・印鑑・国民年金手帳
　　（加入している人）国民健康保険に加
　専入している世帯に転入するときはそ
　　の世帯の保険証

2転出届
　○届出はどういうときに
　　松代町から、よその区市町村へ住所
　　を移すとき
　○届出の期間
　　住所を移す前に必ず
　O届出に必要な書類
　　印鑑・国保被保険者証（加入してい
　　る人）・国民年金手帳（加入している

　　人）

3転居届
　O届出はどういうときに
　○松代町で住所を移したとき
　O届出期間
　　住所を移してから14日以内
　○届出に必要な書類
　　転出届と同じ
闘＿肖一一一一一一閏昌国帽軍昌篇嗣昌自目編嗣昌扇貨

㌣
i
ー
ー
ー
ー
ー
ー
1
ー
ー
ー
ー
ー
ー
1
ー
ー
ー
ー
I
l
I
l
ー
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1
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ー
，

鈴
木
（
洋
）
・
吉
越
組

　
　
　
　
　
　
　
完
全
v
2

　
　
　
　
第
二
回
テ
ニ
ス
大
会

　
町
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
で
は
、
第
二
回

親
善
大
会
を
去
る
十
二
月
一
日
松
中

屋
内
体
育
館
で
リ
ー
グ
戦
に
よ
り
開

催
、
組
分
け
の
抽
選
で
偶
然
に
も
前

回
大
会
同
様
鈴
木
（
洋
）
吉
越
が
ペ
ア

を
組
み
、
終
始
意
気
の
合
っ
た
プ
レ

ー
を
展
開
し
、
七
戦
全
勝
で
二
連
勝

を
飾
っ
た
。
結
果
は
次
表
の
通
り
。

混合ダブルス・リーグ戦勝敗表

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 勝 負

① 堀越・鈴木（正） ● ○ ● ● ● ○ ● 2 5
② 市川・柳　（牧） ○ ● ○ ● ● ● ● 2 5
③ 柳（久）・松永（秀） ● ○ ○ ○ ● ● ○ 4 3
④ 桜沢・鈴木（朝） ○ ● ● ○ ● ● ○ 3 4
⑤ 関　谷・井　上 ○ ○ ● ● ● ○ ● 3 4
⑥ 鈴木（洋）・吉越 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 O
⑦ 松永（賢）・柳（正） ● ○ ○ ○ ● ● ● 3 4
⑧ 若　山　・米　持 ○ ○ ● ● ○ ● ○ 4 3

　
尚
、
今
年
の
納
会
を
兼
ね
た
第
三

回
大
会
を
十
二
月
二
十
二
日
に
予
定

し
て
い
る
が
、
毎
週
二
回
（
火
・
木
）

の
練
習
日
に
は
体
育
館
狭
し
と
活
気

に
満
ち
溢
れ
て
い
る
。

戸
籍
の
窓
口

　
　
　
　
　
　
　
＋
一
月
受
付
分

醗
御
結
婚

米
持
　
茂
・
高
橋
ト
ヨ
子

　
　
　
　
　
　
（
室
野
・
茂
田
屋
）

石
口
松
男
・
村
山
寿
子

　
　
　
　
　
　
（
松
代
・
藤
次
郎
）

関
谷
健
一
・
若
井
加
代
子

　
　
　
　
　
　
　
　
（
池
尻
・
沢
）

謬
御
出
産

小
堺
公
美
晴
　
父
正
夫
　
母
美
恵
子

　
　
　
（
二
男
・
儀
明
・
下
干
場
）

瀬
沼
美
久
　
父
正
哉
　
母
い
と

　
　
（
長
女
・
松
代
・
釜
田
住
宅
）

撃関谷
真
平

関
谷
厚
作

お
　
悔
　
み

85
歳
87
歳

西
片
忠
太
郎
8
0
歳

中
沢
サ
ク
　
7
3
歳

植
木
参
治
郎
7
3
歳

小
山
　
旭

関
谷
惣
二

柳
　
ヨ
リ

高
橋
義
平

小
堺
保
平

73　88　75　76　76

歳歳歳歳歳

松
代
勘
　
助

室
野
友
左
工
門

菅
刈
か
ん
ね
ん

寺
田
久
左
工
門

松
代
三
浦
屋

桐
山
　
ほ
し
ば

蒲
生
あ
き
ん
ど

松
代
黄
金
屋

室
野
た
か
は
し

儀
明
村
上
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織
雛
駿
麗
麗
欝
懸
覇
織
…
…

欝灘

灘
灘
灘

∞　潜麟灘羅㎝
　
冬
期
集
落
保
安
要
員
が
十
二
月
一

日
よ
り
設
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
任
務

に
つ
い
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　
保
安
要
員
の
業
務
は
生
活
道
路
の

圧
雪
（
雪
路
開
設
）
、
急
患
の
輸
送
や

医
師
送
迎
へ
の
協
力
、
要
援
護
世
帯

の
除
雪
援
助
、
そ
の
他
学
校
、
公
民

館
な
ど
の
公
共
施
設
除
雪
協
力
な
ど

冬
期
間
の
生
活
安
定
に
ご
尽
力
頂
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
町
単
独
事
業
で
設
定
し

て
い
る
保
安
要
員
は
別
表
の
と
お
り

で
主
と
し
て
ク
ロ
ー
ラ
ー
に
よ
る
雪

路
開
設
を
業
務
と
し
て
い
ま
す
。

※ごくろうさまです〉K
冬期保安要員は次の方々です

集落名 保安要員氏名 年令 電話番号 務グ安剛（沽共　　の　のいさ保　　　i撫…とロ員単い安施そ協堅業てれ安
し　1は独ま定設の力　’務い　’要　　　　菱
てラ別事すに除他　’急はまそ員
い　1表業　oご雪学要患生すれが

手貿護携耀雛○駐　黙i
oるお定　　頂な公世送路　　任月　　　　　嚢×
　雪り　し　　くど民帯やの　　務一　，　　　　嚢　1

〔山平地区〕

下　山

池之畑

宮　沢　昌　次 52 7－2554
山　賀　新・一郎 43 7－3788

海　老 中　島　信　吉 32 7－3839

東　山 山　岸　正　男 61 7－3858

片桐山 山　岸　丈　孔 53 7－2155

滝　沢 佐　藤　文　夫 34 7－2510
苧　島 柳　　　　貞　治 32 7－2445

中　子 斉　木　正　芳 46 7－2424 　車名躍日 蒲　生　　雪　　上　車 ノ」・　貫　雪　　上　　車

桐　山

清　水

寺　崎　敬　一 45 7－3757

月
、
木

午
前

蒲　生、　寺田、　諏訪峠 小　貫、　莇　平、　田野倉

片　桐　良　夫 60 7－2347 6　：45一〉0　　　　　　7：20
7　　：55　　　　　　0　く一一一一　7　：　20

7　：　10一一→　　7　：40　　　　（　7：55）

8：50　　　　　8：25一（　8：10）
田　代

蓬　平

若　月　満　男 48 7－3470
午
後

12　：20一一12　：50　　　　（13：05）

13　：50　　　　　13　：20一（13：05）若　井　公　一 50 7－2292
13　：　20一〇　　　　　　14　：05

14：40　　　　　0　－14　：05

莇　平

小　貫

高　橋　吉　治 50 7－3034

火
、
金

午
前

蒲　生、　寺田、　石　畑
　同　　　　　上
小貫雪上車は、莇平、田
野倉間、運行可能な場合
に運行

小　山　　　　弘 43 7－3066 6　　：45一一〇　　　　　　　7　：20

7　二55　　　　　　0ぐ一一一一　　7　：20
寺　田

諏訪峠

井　上　哲　治 61 7－3396

桜　沢　一　郎 53 7－3261 午
後

13　：20一一→0　　　　　　13　：55

14　：30　　　　　　0－13　：55

蒲　生 山　岸　利　義 56 7－3077

土
曜
日

午
前

蒲　生、　寺田、　諏訪峠
運　　　　休

集落名 町単保安要員 年令 電話番号
6　：45一一一→・0　　　　　　　7　：20

7　：55　　　　　　0－　　7　：　20

蒲　生 山　岸　昭　司 50 7－3153
午
後

蒲　生、　寺田、　石　畑 小　貫、　莇　平、　田野倉
田野倉 斉　藤　仁三郎 61 7－2154 13　：20一一一一〉0　　　　　　13　：55

14　：　30　　　　　　0－13　：　55

12　：20－12　：50　　　（13：05）

13　：50・←一一13　：25一（13：10）
仙　納 室　岡　忠　俊 58 7－2734

菅　刈 高　橋　一　雄 61 7－2840
日
曜
日

蒲　生、　寺田、　石　畑 蒲　生、　莇　平、　田野倉
濁 谷　沢　春　夫 52 7－2568 12　：　15一一一一〉O　　　　　　l2　：　50

13　：25　　　　　　0←一一一一12　：50

12　：45一一一〉13　：　15　　　　（13：30）

14　：　15　　　　　13　：45一（13：30）
竹　所 五十嵐　信　夫 57 8－2539

木和田原 石　野　文治郎 64 8－2477 ◎　燃料費は乗車券にてお願いいたします。
◎　道路状況によ1）多少時間のずれる事があります。
◎　　」ミを｛旨の土具Aけ　　日奔闇乙一閾イ索オ1・ぐ　匹十1重ナ1し・た『　…主す’儀明 小　堺　博　文 51 7－2383

〔山平地区〕

燃料費は乗車券にてお願いいたします。
道路状況によ1）多少時間のずれる事があります。
救急の場合は、時間に関係なく出動いたします。

◎
◎
◎

〔南部地区〕
曜日　　銘 東　　山　　雪　　上　　車 下　　山　　雪　　上　　：車

月
　
、
火
　
、
木
　
、
金

午
前

東　山、　海　老、　下　山 下山、池之畑、小屋丸、松代
7　：00一一→》0　　　　　　　8　：00

9　：　10　　　　　　0－　8　：　10

8：00一一→○　　　　0　　　　　9　：　10

10　：00　　　　0　　　　　×一一一　9　：30

午
後

13　：00一一一一一一→・0　　　　　　　14　：00

16　：00　　　　　　　0←　　　　15　：00

12　：30－O　　　　　×　　　　　13　：00

15　：00　　　　　0　　　　　0－14　：00

酬　　繍 東　　　山 松　　　代 下　　　山 松 イ　

土曜日
13：00
14：00

13：30
14：00

12：00 一 12：30 一→
15：30

一
15：00

日曜日 一13：00 14：30 14：00 一 15：0016：30

一
15：00 16：00 〈一一一一一一一一一一， 15：00

◎
　
　
　
　
0

第
5
9
回

商
工
会
珠
算
検
定

　
n
月
1
5
日
松
代
中
学
校
で
実
施
さ

れ
た
商
工
会
珠
算
検
定
の
成
績
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

受
験
者
数
　
一
五
〇
名

合
格
者
数
　
　
四
四
名

〔峰方地区〕〔伊沢地区〕
曜目　　　車名 滝　　沢　　雪　　．上、　車 清　水　雪　上　車
月
　
、
火
　
、
木
　
、
金

滝　沢、　片桐山、　孟　地 清　　　水　　　　　桐　　　山
午
』』
月 り

6　：50　　　　→0　　　　　　　　7　：35

8　：35　　　　　　0一一　7　：50

6：45　一一一一一→　　　7　：15

7　：50　ぐ一一一一一一一一　　7　：20

午
後

13　：00一》0　　　　　　　13　：45

14　：45　　　　　　　0〈一一14　：00

13　：30　　　　　　－　　14　：00

14　：35　一一　14　：05

　　　　部落曜日 滝　沢、　片桐山、　孟　地 清　　　水　　　　　　桐　　　山

土曜日
12　：00　　　　一→0　　　　　　　12　：45

13　：35　　　　　　0←一一一一一一12　：50

13　：30　　　　　－　　14　：00

14　：35　←一一一一　　14　：05

日曜日
13　：00一一一一一一〉0　　　　　　　13　：45

14　：45　　　　　　0一一14　：00
12　：25　一一一一一　　12：55

13　：25〈一一一一　　12　：55

◎合
格
率
　
二
九
％

二
級
合
格
者

　
（
松
小
六
）
柳

三
級
合
格
者

四
級
合
格
者

六
級
合
格
者

七
級
合
格
者

八
級
合
格
者

達
也
（
松
代
塾
）

二．九五四三
名名名名名
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高
齢
者
教
室
”
版
画
づ
く
り
”

「
版
画
な
ん
て
ど
っ
け
ん
し
て
や
る

ん
だ
ね
一
「
お
ら
ち
に
も
で
き
る
か

え
一
…
…
…
十
一
月
十
九
日
、
二
十

五
日
の
二
回
に
わ
た
り
高
齢
者
木
版

画
教
室
を
開
催
。
こ
れ
に
参
加
し
た

人
は
十
六
人
、
松
代
中
学
校
の
古
川

先
生
を
講
師
に
迎
え
版
木
に
む
か
う

こ
と
二
時
間
。
子
ど
も
の
頃
自
分
の

遊
び
道
具
は
自
分
で
作
っ
た
腕
の
持

主
ば
か
り
。
時
間
の
た
つ
の
も
わ
す

れ
て
真
剣
な
と
り
く
み
が
み
ら
れ
ま

し
た
。
二
十
五
日
に
は
、
彫
り
終
わ

っ
た
版
木
を
総
合
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち

寄
り
会
場
狭
し
と
刷
り
ま
し
た
。
自

分
の
作
品
と
初
め
て
の
対
面
、
ど
の

顔
に
も
苦
心
し
て
も
の
を
創
り
上
げ

た
後
の
さ
わ
や
か
な
充
実
感
が
漂
っ

て
い
ま
し
た
。

　
戌
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
刷
り
こ
ん

、
醤

だ
り
、
作
品
集
に
し
た
り
し
て
高
齢

者
教
室
の
最
後
の
一
ぺ
ー
ジ
に
し
ま

し
た
。

饗
靴

　
防
衛
庁
で
は
陸
海
空
の
自
衛
官
を

募
集
中
で
す
．

　
◎
身
分
は
国
家
公
務
員
（
特
別
職
）

で
す
．

　
　
　
　
　
　
（
団
ら
ん
の
ひ
と
と
き
）

　
◎
初
任
給
は
九
一
六
〇
〇
円
で
賞

与
は
年
三
回
支
給
で
す
。

　
◎
応
募
資
格
は
満
十
八
才
以
上
二

＋
五
才
ま
で
．

○
募
集
は
常
時
受
付
け
ま
す
．

※
手
続
き
は
、
町
役
場
か
高
田
募
集

事
務
所
へ
（
電
話
〇
二
五
五
－
二
三

－
五
一
一
七
）

自衛隊の中で

いろいろな資格を

　　とりませんか

自衛隊では職域により次の国家

免許等をとる機会があります。

自動車運転免許

動車運転免許
型
自
許
備
技
通
取
技
扱
技

大
殊
免
整
線
機
換
接

・
特
引
車
無
電
交
溶
物

通
型
ん

普
大
け

●
　
●
　
●

●自動車整備士

●特殊無線技士

●公衆電機通信設備工事担当者

●電話交換取扱者

●ガス溶接技能者

●危険物取扱者

●ボイラー技士

●調理±

●准看護師

●船舶衛生管理者

●潜水士

●航空管制官

貴方ならどのコースを
採 用

前期教育 教 育隊 航空教育隊
陸 10週間 海 糸勺12週間 航 約12週間
上 後期教育 上 術科学校 宛

工 術科学校
10－14週間 約7週間 6－50週間

部 隊

永続勤務 就 職 自家営業

○曹や幹部へ昇任の o規律ある団体生活 o将来自立のための
道もひらかれてい により鍛練された 資金が得られます。
ます。 責任感・ 根性及び （衣食住が無料で

Ol5年以上の勤務者 身につけた技術は すから小遣い等の
（幹部は20年）に 社会においても高 ほか貯蓄できます）

は退職年金（終身 く評価され、 満期 ○ 自衛隊で得た丈夫
年金）が支給され になって民間会社 な身体、強い意志、
ます。 へ勤めるときに便 優れた技術、豊富

利な条件で就職す な経験をそのまま
ることができます。 生かせます。
○ 2任期満了の人は
希望により職能教
育も受けられます。

郡市

剣
道
犬
会
終
わ
る

　
去
る
十
一
月
二
十
三
日
、
十
日
町

市
並
び
に
中
魚
沼
郡
内
の
若
き
剣
士

達
に
よ
る
第
二
十
六
回
郡
市
剣
道
大

会
が
、
十
日
町
高
校
体
育
館
で
行
な

わ
れ
、
松
代
か
ら
も
団
体
戦
一
組
個

人
戦
二
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
朝
か
ら
雪
が
ち
ら
つ
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
場
は
一
日

中
熱
気
で
満
ち
あ
ふ
れ
、
中
に
は
竹

刀
を
折
る
程
の
熱
戦
も
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
尚
試
合
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り

で
す
．

　
　
　
団
体
戦
　
第
三
位

　
　
　
個
人
戦
吉
越
勉

　
　
　
　
　
　
　
第
三
位
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文
芸

霞
這
蟹

澁
馨
｛

　
ニ
レ書
，
凋

し
ぶ
み
句
会

十
一
月
二
十
四
日

於
室
野
克
雪
セ
ン
タ
ー

十
二
人
寄
っ
て
禅
寺
冬
構
え

大
寺
の
楕
火
朝
酒
煤
男

立
　
石

雨
い
つ
か
霰
と
か
わ
る
屋
根
の
音

冬
囲
い
し
て
出
稼
ぎ
の
日
も
決
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

道
路
鏡
わ
が
寒
き
顔
映
し
け
り

離
村
せ
し
一
ト
字
ひ
そ
と
散
る
木
の

葉
　
　
　
、
　
　
　
　
　
茶
水

貼
り
替
え
る
障
子
は
少
し
歪
み
け
り

店
の
灯
を
早
々
と
消
す
村
時
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
　
風

藪
椿
葉
陰
一
輪
返
り
花

干
菜
宿
柿
も
吊
し
て
干
し
て
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
橘

置
炬
燵
し
ま
い
今
日
よ
り
切
炬
燵

水
沸
の
口
元
う
ご
く
立
話

紅
　
茶

冬
囲
い
終
わ
ら
ぬ
ま
ま
に
初
雪
す

野
地
蔵
に
白
帽
か
ぶ
せ
初
雪
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

黄
落
の
樋
に
積
も
り
て
鯉
静
か

活
け
筒
に
ま
た
紅
増
し
つ
梅
も
ど
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柄
　
史

　
　
　
　
　
　
さ
　
　
と

新
し
き
位
牌
に
古
里
の
ふ
ゆ
う
柿

週
間
の
予
報
に
急
ぐ
冬
囲
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
よ

初
雪
の
残
り
し
上
に
も
み
じ
散
る

小
春
日
や
旅
立
ち
し
人
の
ふ
と
ん
干

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

風
邪
に
ね
て
夫
の
粥
に
涙
せ
り

友
訪
う
て
先
ず
寒
き
こ
と
言
い
に
け

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

　
　
　
　
　
　
　
き

落
葉
掃
き
掃
け
ど
限
り
な
し
大
樫

は
め
板
に
明
り
と
ら
れ
て
冬
迎
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
人

稲
雀
刈
田
に
下
り
て
落
穂
と
る

文
化
の
日
か
け
声
う
わ
手
餅
の
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

金
賞
に
足
が
目
が
行
く
菊
花
展

睡
気
来
て
泣
く
子
や
赤
き
チ
ャ
ン
チ

ヤ
ン
コ
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

紅
葉
を
透
け
て
日
ざ
し
の
柔
ら
か
し

初
雪
の
畦
ふ
み
谷
田
見
回
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

声
高
に
洞
泉
禅
寺
冬
囲
い

早
々
と
十
一
月
八
日
初
雪
す
六
　
花

蒲
生
句
会

見
送
り
の
妻
の
顔
消
す
時
雨
か
な

　
　
　
　
　
　
か
し

冬
の
濤
松
の
木
傾
ぎ
さ
せ
し
ま
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

海
鳴
り
を
背
に
鶴
噴
を
振
る
時
雨

干
大
根
揺
す
り
て
荒
き
海
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

降
り
仔
ち
て
波
音
寒
き
無
人
駅

熱
燗
や
海
鳴
り
を
背
に
夜
の
飯
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

i
I
以
上
、
鯨
波
・
佐
田
建
設

　
　
現
場
よ
り
ー
1

初
雪
や
黄
菊
の
撹
み
か
く
れ
た
り

大
根
の
泥
初
雪
に
ぬ
ぐ
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉄
　
堂

ね
ん
ご
ろ
に
竪
轡
剥
き
お
り
麟
暫
猷

　
　
　
　
に
し
ん

亡
き
母
の
練
大
根
恋
う
日
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
　
峰

秋
雑
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

七
草
を
ざ
つ
に
な
げ
の
月
見
か
な

累
代
塔
文
久
か
ら
の
苔
附
け
て

牧
草
の
彩
つ
く
頃
や
牛
下
が
る

竹
林
の
声
に
ぎ
わ
し
き
秋
雀

冬
仕
度
屋
根
に
登
れ
ば
天
高
し

穂
波
打
つ
浦
場
菅
笠
の
光
り
居
り

夕
飯
時
煙
突
の
煙
り
月
か
く
す

擁
電
羅
電
…
話
…
局
…
か
…
織
…
織
器
知
…
難
…
懸
野

※
豪
雪
に
よ
る
電
柱
、
電
話
線
等
の

　
改
修
、
改
善
に
つ
き
ま
し
て
は
東

　
頸
管
内
を
一
本
に
ま
と
め
、
今
秋

　
か
ら
工
事
に
と
り
か
か
り
ま
し
た

　
が
、
松
代
町
内
の
電
柱
の
建
て
替

　
え
だ
け
で
も
三
百
本
以
上
に
達
す

　
る
な
ど
こ
れ
ら
を
一
挙
に
処
理
す

　
る
こ
と
は
困
難
な
実
情
に
あ
り
ま

　
す
。

　
過
日
「
お
知
ら
せ
」
で
お
願
い
の

　
チ
ラ
シ
を
配
布
い
た
し
ま
し
た
と

　
お
り
、
三
年
計
画
で
遂
次
改
修
の

　
予
定
で
す
の
で
本
年
工
事
が
で
き

　
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
何
卒
皆
様

　
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
重
ね
て
お

　
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
※
ハ
ン
タ
ー
の
皆
様
に
お
願
い

　
　
近
年
、
ハ
ン
タ
ー
に
よ
る
電
話
の

　
障
害
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ハ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
、
電
話
線
に

　
は
充
分
注
意
し
て
お
楽
し
み
下
さ

い
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
電
話
番
号
変
更
の
お
知
ら
せ

　
（
九
月
九
日
～
十
二
月
五
日
）

（
新
設
）

　
木
南
さ
つ
き
　
七
－
二
三
九
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
莇
平

若
月
　
克
八
－
二
四
二
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
室
　
野

柳
材
木
店
工
場
七
ー
二
三
二
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
　
尻

　
保
坂
　
憲
三
　
七
－
三
七
三
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
代

　
松
代
城
　
　
　
七
－
二
七
九
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
代

　
カ
プ
チ
ー
ノ
　
七
－
三
八
八
四

　
　
　
（
レ
ス
ト
喫
茶
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
代

　
福
島
　
喜
好
　
七
ー
二
五
八
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
代

（
変
更
）

　
佐
藤
　
五
作
　
八
－
一
二
三
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
　
所


